
倍数性桑樹は原品種あるいは両親品種l‐ 比較して形態的

にはもちろん生理生態的にも異なり育種上興味ある資料を

提供しているを
う

本報告は,倍数性桑樹の特性に関する研究の一環として

異なる土壌における同質 4倍性桑樹の発育について原品種

と比較調査したものである。

1 材料および方法

1962年 砂壌土 (蚕糸試験場東北支場構内桑園土壌以下砂

壌±1と いう)お よび桑実生育成土壌 (砂壌土以下砂壌土

Iと いう)お よび火山灰土壌を 1/2000aフ グネルポットに

9～ 12りあて充瞑し,剣持 (以 ド2″ という)と その同質

4倍体 (以 下4″ という)の さし木首を 1土壌2ボ ットあ

て植付け,落葉後樹体量を調査した。1964年は砂壌土 (東

ヨヒ支場平野桑園 ),沖積土 (同 杉妻桑目 ),砂土 (川 砂),

火山灰土および山岳赤色土を3ボ ット(1ポ ノト当り12～

13た,)あ て用いて同様のさし木苗を 4月 4日 植付け,いず

れも1本仕立てとした。なお,両年とも1ボ ット当りの施

肥量はN, P205,K20,そ れそれ6夕 を櫨付け直後, 6

月および7月 の 3回に等量分施し土壌とよく攪拌した。

2 結果および考察

1962年における4″ の掘取時の重量は原品種 2"に比較

して,いずれの土壌においても劣つたが,その比率は砂壌

土(1),火山灰土はほぼ

“

%であったのに砂壌土 (■ )は約

43%で あった (表 1)。 また,地上部の違いよりも根量の

違いが大きく,砂壌土 (I)お よび火山灰土は 2"の %で ,

表 1 異なる土壌における4倍性桑樹の生長

重■(′ )

砂壌土(■ )は %であった。
1964年は 5種類の上壌を用いて調査し,すなわち,枝条

伸長は 2"において沖積土>山岳赤色土>砂土>火山灰土

>砂壌上の順で, 4"では沖積土>火山灰土>山岳赤色土

>砂壌土>砂土の順であつた。また, 4″ は2π に比較し

ていずれの土壌も枝条伸長は不良で, 2多 を 100とすると,

火山灰±77,沖積±75,砂壌±71,山 岳赤色±54であつた

が,砂土は32で もっとも開きが大きかつた (図 1)。 この

傾向ヤま樹体の重量増加においても全く同様の傾向を示した
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2供試苗木の条径は基部 10οπの径。
3( )内 の数字は指数を示す。
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掘取時(落葉期)の 重量 (7)

火山灰土
(鏡 石 )

(表 2)。

表2 異なる土壌における4倍性桑樹の生長

2( )内 の数字は指数を示す。

4"の生長は原品種に比較して劣るが,その原因は枝条

f[撫】遭進[[I[百 [曇i3免il:fi簑 ]『量曾

性および伸長性にすぐれた台木に接木すると,発育は良好

になり2″ との差は少なくなるが,な お,20～∞物の違い

を生ず髪

クフの生長は,土壌の種類によつて大きく左右されるが,

本試験でもその差が現われ,かつその種類によつて2″ と

4″ の生育の違いが現われた。一般に枝条の伸長と生長量

とは平行的関係にあり,地上部の生長のよいものは,全体

の生長量も良好となる。2″ と4"の さし木苗を圃場に植

付けた場合,初期における4¢ の枝条伸長は2多 の70%ぐ
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″%で圃場(砂壌土 )と はぼ同様であつたが山岳赤色土お

よび砂土は54%,32%で 極めて不良であつた。その原因は

土壌の物理的および化学的性質の違いr_ょ る肥料の流亡,

土壌の乾燥の難易あるいは 4"の 根の伸長特性などが影響

するためではないかと考えられた。

ボットを用いて沖積土,砂壌土,火山灰土,山岳赤色土 ,

砂土における同質 4倍性桑樹の生育を原品種剣持(2π )と

比較した。

1 いずれの上壌においても4夕 の生長は原品種r_比較し

て劣つた。

2 生長のもっとも良好な土壌は沖積上で,次いで砂壌土,

火山灰上であつたが山岳赤色土,砂土は不良で,(2")と

の違いも前者は少なく後者は大きかつた。
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